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長周期地震動に関する情報のあり方について
（長周期地震動に関する情報検討会平成28年度報告書）

長周期地震動に関する予測情報について、第８回緊急地震速報評
価・改善検討会での議論を踏まえて、長周期地震動に関する情報検
討会（座長：福和伸夫名古屋大学減災連携研究センター長）におい
て検討を進めてきた。

今般、検討の成果が「長周期地震動に関する情報のあり方につい
て（長周期地震動に関する情報検討会平成28年度報告書）」（概要：
別添１、本文：別添２）としてまとまったので報告する。

別添１：「長周期地震動に関する情報のあり方について（長周期地震動に関する情
報検討会平成28年度報告書）」（概要）

別添２：「長周期地震動に関する情報のあり方について（長周期地震動に関する情
報検討会平成28年度報告書）」
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個々の高層ビル等の多様なニーズに対応する
予測情報が必要

予報事業者等
予報

ビルの在館者に対する情報提供

各事業者が連携して、予測技術、利活⽤方法等の検討・検証
を⾏う「多様なニーズに対応する予測情報検討ＷＧ」を設置

建物の高さ、構造、
地盤のデータ等

報道機関、地方公共団体、
配信事業者等

⻑周期地震動に関する予測情報のあり⽅の概念図

気象庁

⻑周期地震動階級3以上が予想される場合にも
緊急地震速報（警報）を発表
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警戒・注意を呼びかける予測情報について

⻑周期地震動階級3以上が予想される場合にも
緊急地震速報（警報）を発表

【イメージ】

or →

従来の緊急地震
速報（警報）

最⼤震度が５弱以上と予想された
場合に震度４以上が予想される領域

⻑周期地震動階級3以上
が予想される領域

いずれかを満たす領域に
警報を発表

⻑周期地震動を考慮した
新しい緊急地震速報（警報）

有識者会議での検討により、⻑周期地震動に関する予測情報等のあり方についてとりまとめ。

・⾼いビルでの⻑周期地震動による揺れの⼤きさは、震度ではわからな
いため、「⻑周期地震動階級」という新たな指標をH25年3月に策定。⻑周期地震動階級
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・緊急地震速報処理
による震源・マグニ
チュードの推定値

・地域毎の階級等の
予測値

・技術的資料の提供

・技術開発用の過去
の観測データ

・地点毎の階級と到達時刻

・地点毎の様々な地震動
の強さの指標
（絶対速度応答スペクトル、
相対速度応答スペクトル、絶
対加速度応答スペクトル、エ
ネルギースペクトル等）

・各地点の予測波形

・高所作業の安全確保

・エレベーター、ライフラ
インの制御

・情報システム機器制御

・テナント、住民への情報
提供（小さい揺れのとき
の安心情報としての利用
も含む）

・様々な地震動の強さの指標
に応じた距離減衰式と震源情
報を用いた予測

・シミュレーション結果を蓄積し
たデータベースと震源情報も
用いた予測

・過去の観測データや地盤構
造を用いたサイト補正

・建物の構造（固有周期等）な
どを踏まえたビルの揺れの予
測（応答スペクトル法など）

・ビルの階層毎の揺れ予測

気象庁 予報事業者等

情報提供震源等のデータ

ビル管理者等の情報利⽤者

気象庁が提供する情報例
（リアルタイム、非リアルタイム）

予報事業者等が用いる
予測技術の例

予報事業者等による
予測情報の例

ビル管理者等による
情報の利活⽤の例
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多様なニーズに対応する予測技術や情報利活⽤のイメージ


